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先週は「理科の日」がありました
先週は６年生と４年生で「理科の日」がありました。６年生は２９日、４年生は３１日

に理科の授業が３時間もあったことから、勝手にそう名付けました。今週の「りかちゃん

ルームだより」は、その理科の日を特集することにしました。

６年生は・・
６年生は、人間が生きていくのに１番必要なことは、「呼吸をして酸素を取り入れるこ

と」だと分かりました。次に、２番目に必要なものとして、「消化によって養分を取り入

れること」を、でんぷんが唾液により消化されることで確認しました。そこで、「呼吸と

消化はどのような関係があるか」を考える学習をしました。これは、少し難しい問題です

が、いくつかの考え方が出されました。その考えをさらに深めるために、人体模型を使っ

て人間の体の中の様子を見ることにしました。子どもたちは嫌がるかと思っていましたが、

嫌がることなく、臓器の脱着を楽しそうにやっていました。

この授業を通して、血液のはたらきに気づき、心臓の役目についても考えていくことに

なりました。

４年生は・・
「電気のはたらき」という単元の学習をしています。この学習では、まず、身の回りに

は多くの電気製品があることに気づき、自分たちは電気により、便利で豊かな生活をして

いることを確認することから始めました。キットを使った学習ということで、子どもたち

は「車をつくる」ことに頭がいっています（当

たり前なのですが）。そこで、乾電池を使って「電

気の性質を調べる学習」が第一の目的であるこ

とを伝えました。

最初に、基本実験キット（導線、電池ボック

ス、スイッチ）を作りましたが、こうした作業

に慣れていないためか、予想外に時間がかかり

ました。できた子が先生役になり、チームやチ

ーム外の友だちに教えていくようにしました。

「理科の日」は、このキットを使って実験を

始めました。覚えた回路記号を使った回路図の

ように、豆電球と電池ボックス、スイッチをつなぎ、豆電球を点灯させました。そこで、

「なぜ、豆電球がついたのか、『りかちゃん』らしく考えよう。」という問題を出しまし

た。ノートに自分の考えを書いて、全員に発表してもらいました。ここでは、多くの子は

「回路を作ったから」とか「電池に正しくつないだから」と書いていました。しかし、こ

れでは３年生レベルなのです。もう少し、「理由を科学的にちゃんと」考えないとダメな

のです。すると、神崎翔太くんが「電池

の電気が、どう線を通じて豆電球に電気

がいって豆電球がついたと思います。」、

飯島優空くんが「電池の電気が＋、－き

ょくのりょうほうから豆電球にいったか

ら、豆電球がついたと思います。」と発

表してくれました。

この二人の考えは、「科学的」である

とほめ、回路図に「電気の流れ」を書き込み、どちらが合っているかを全員に予想させた

上で、実験で確かめることにしました。このように、一人一人で考え、よりよい考えに絞

り込み、最終予想を立て、実験で確認するのが、『実感する理科』なのです。今回の確認

実験は、検流計（針の振れ方）とモーター（回転方向）を使いました。子どもたちには、

こうした自分の予想した考えを確かめることを、理科の楽しさの一つとしてとらえてほし

いと思っています。


